	科目名
	電子情報通信概論
	英語科目名
	Introduction to Information Technology

	開講年度・学期
	平成１８年度・前期　

（ 隔年開講 ）　　　　　　　
	対象学科・専攻・学年
	専攻科全学科　１年

	授業形態
	講　義
	必修or選択
	必　修　（工学システム概論とどちらか選択）

	単位数
	２単位
	単位種類
	履修単位（３０ｈ）

	担当教員
	鹿野　文久
	居室（もしくは所属）
	電子制御工学科棟3階

	電話
	0285-20-2258
	E-mail
	kano@oyama-ct.ac.jp


	授業の達成目標

	授業目的：

　　　身の回りの多くのシステムがＩＴ(電子情報通信技術)により高度化され、我々の生活に大きな影響を与えている。このＩＴの具体的事例並びに問題点について検討させ、各自の専門分野でのＩＴとの関わり、今後のＩＴの発展が生活や産業に与える影響等について認識させる。
達成目標：

１．ＩＴを支える電子技術、情報技術、通信技術等の基本的原理や基礎知識について理解ができる

２．データ通信に必要な有線・無線による通信方法とネットワーク技術の理解ができる

３．IT社会やネットワーク社会の国際的な構造や問題点を理解することができる

	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	達成目標１～3：課題での関連問題について６０％以上の成績で達成とする。



	評価方法

	課題に対する提出レポート・授業における質疑応答等により評価する



	授業内容

	１．情報通信の歴史と生活・社会的役割
２．有線と無線による情報の伝送・方式
３．通信回線とネットワークサービス、情報通信と処理の流れ　　

４．変調と復調の方式、多重伝送の方法 
５．アナログ通信とディジタル通信、電話のしくみ、ファクシミリ
６．搬送通信、通信線路、有線通信技術と応用
　　７．電波の種類と特徴
８．アンテナの種類と特徴、フィーダ線の種類と特徴
９．無線通信のしくみ、移動体通信技術、衛星通信と衛星放送技術
　　10．データ通信システム、通信回線の種類
11．データの伝送、伝送速度、誤り制御、通信プロトコル
12．電話交換網によるデータ通信、ディジタルデータ交換網によるデータ通信、

データ通信技術と応用
13．ネットワークの構成、ネットワークを構成する機器、データ通信線の種類と特徴、

ネットワークの通信回線、ネットワーク技術
14．インターネットのしくみ、ホームページ、Ｅメール
15．情報通信を利用した技術、インターネットを利用した技術、

モバイル化したインターネット利用の遠隔操作

	キーワード
	情報技術、通信技術、データ伝送技術、ネットワーク技術、インターネット


	教科書
	「情報通信」（オーム社）髙橋寛：監修（2006）

	参考書
	1. 「情報通信システムの基礎」（丸善）諏訪敬祐：著（2006）

2. 「わかりやすいマルチメディア情報通信」（オーム社）小野瀬一志：著（1999）

	小山高専の教育方針①～⑥との対応
	③　⑤

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	（Ｂ－３）　（Ｃ－１）　（Ｅ－２）

	JABEE基準１の（１）との関係
	ｄ(1)、ｄ(2-ａ)、e

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	特になし

	現学年の関連科目
	ネットワーク構成論、情報伝送工学

	次年度以降の関連科目
	  特になし

	連絡事項

	連絡事項：

１．工学システム概論とどちらかを１科目選択すること、２年次で受講することも許可する。
２．授業は講義の他、各自に与えられた課題に対するレポート等により進める。

３．課題の報告書(Ａ４)は必ず期限までに提出すること。

４．報告書に資料を添付することは妨げない。

	シラバス作成年月日：平成18年4月1日


